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メール文における挨拶表現

ー韓国における日本語学習者のメール文調査から一

金庭 久美子・金 玄珠

1 . はじめに

筆者らは「メール文の web自動採点システムの開発」のために、学習者のメール文

を収集している。その中で韓国人大学生のメール文において、挨拶表現が日本語母語

話者とは異なるものが見られた。例えば、「あなたは留学生交流サークルの橋本君から

花見の日程のメールをもらいました。持っていくものの返事をしてください。」という

タスク（詳細後述）に対し、例 1のようなメール文を作成した。

＜例 1〉 タスク 1の例

橋本さん

こんにちは。

お花見の件のメールありがとうございます。

持っていくものですが、私はイチゴを 1パック持って行こうと思います。

準備も参加させてもらいます。

準備の集合時間等決まり次第、また連絡ください。

よろしくお願いします。

こんにちは。 00です。
メール確認しました。

私はジュース 2本を持って行きます。すごくお楽しみですね。

J007 (日本人大学生）

なお、お手伝いの件ですが、私でよければよろしくお願いします。

では、何時まで行けばよろしいでしょうか。

お返事お待ちしています。

K017 (韓国人大学生）

日本語の習得研究では、これまで主に文法の習得研究が行われているようであるが、

本研究では、挨拶表現に注目する。
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上記のメール文は、いずれのメールも大学生同士のやりとりなので、 「こんにちは」

で始まっている。しかし、返信メールの開始部に現れる「ありがとうございます

(J007)」という表現は日本人大学生にはあるが、韓国人大学生の場合はそれが見ら

れず、メールを読んだことに対する記述「メール確認しました (KOl7)」がある。ま

た終わりの文も「よろしくお願いします (J007)」と「お返事お待ちしています (KOl7)」

のように表現が異なる。しかしながら、内容を読むと K017のメール文はタスクを達

成しており問題があるとは言いきれない。このような韓国人大学生のメール文は他の

学習者にも見られるのだろうか。

本稿では、メール文における表現について以下の点について考察を行う。

1. 日本人大学生と日本語学習者の韓国人大学生の挨拶表現にどのような違いが見

られるのか

2. 日本語の能力が上がるにしたがって、その表現に変化が見られるのか

2. 先行研究

メール文に関する先行研究には、依頼のメールでは李 (2004)、宮崎 (2007)、大友

(2009) 、王・聞 (2015) 、李• 金 (2016)等においてその使用状況が紹介されてい

る。また、断りのメールでは、吉田 (2009)、WORASRI(2012)、勧誘メールでは、

嶋田 (2013)が使用状況を述べている。また、宮崎 (2007)(依頼、タイ語）、大友 (2009)

（依頼、中国語）、嶋田 (2013) (勧誘、中国語）のように、複数の研究においてメー

ル文の開始部と終了部に着目しており、タスクや母語背景にかかわらず、これらの箇

所に表現の違いが見られることがわかる。このことから、韓国語母語話者においても

メールの開始部と終了部、特に挨拶表現の仕方に違いが見られることが予想される。

一方、金庭• 金 (2016)では、依頼や勧誘だけでなく他の機能のメール文を調査す

るため、連絡、報告、問い合わせ、お礼、断り、予定伺い、依頼、お詫びの 8つの異

なる機能のタスクを選んだ。それらを日本語学習者である韓国人大学生上位グループ、

下位グループ各 10名、日本人大学生 10名に与え、メール文の開始部と終了部の表現

を比較した。その結果、開始部では「こんにちは」「お世話になる」「ありがとう」が

複数のタスクに共通して表われ、韓国人大学生と日本人大学生ではその使用数に差が

見られることがわかった。また、終了部では「よろしくお願いします」「お返事お待ち

しています」が複数のタスクに共通して表われたが、開始部同様、韓国人大学生と日

本人大学生ではその使用数に差が見られることがわかった。そして、その使用の背景

について考察を行った。しかしながら、上位グループと下位グループの顕著な差まで

明らかにすることができなかった。

そこで、本研究では、金庭• 金 (2016)のデータをさらに人数を増やし、韓国人大

学生と日本人大学生各 30名を対象に、タスクを「連絡」（タスク 1) と「お詫び」（タ
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スク 7) のメールに絞り、両者の使用状況について比較を行うことにする。

3. 調査 1 日本語メール文の調査概要

3. 1 調査対象者

調査対象者は、韓国ハンバット大学の 3,4年生に在籍する日本語学習者（以下韓

国人大学生） 30名と、福岡女子大学の 3,4年生に在籍する日本人女子学生（以下日

本人学生） 30名である。韓国人大学生には、 SPOT1によるテストを行い、上位グルー

プ10名 (SPOT83点-88点、平均 84.6点）、中位グループ 10名 (SPOT79点-82点、

平均 81.1点）、下位グループ 10名 (SPOT58 点—79 点、平均 71.4 点）に分けた。こ

れらは、便宜上 3つのグループに分けたが、統計的に有意な差があるというわけでは

なVヽ。

3. 2 メールタスク

金庭• 金 (2016)で行った 8つのメールタスクのうち、表 1の2つのタスクを選ん

だ。韓国人大学生には韓国語で、日本人大学生には日本語で与えた。

表 1 使用したメールタスク

タスク 1 喝せを 弁卦咽 丑弄叶晋叫 きいl旦豆そ立豆早E-7 もいにl叫
花見の持参品の 唱咽叶l叫翌叶l唱晉世毀合日叶．咽せc] フ｝スlユせ暑召叶l
友人への連絡 叫甜甘忍l-晉竺付入l立．

あなたは留学生交流サークルの橋本君から花見の日程のメール
をもらいました。持っていくものの返事をしてください。
00さん
こんにちは。留学生交流サークルの橋本です。
先日、メールで連絡をしたお花見の件ですが、日程が決まりま
したのでお知らせします。
------------------------------------
日時： 4月 10日（金）夕方 5時から
場所：大学 中央広場
------------------------------------
持ち寄りパーティーです。 00さんも何かお願いできますか？
以下の中から、何が持ってこられそうですか？
1. ジュース 2本 2. バナナ 5本
3. いちご 1パック 4. サラダ 2人分
それから、準備を手伝ってくれる人を募集しています。
00さんは、どうですか？ お返事お待ちしています。

タスク 7 咽せを習スl 弁—筍弓剋叶l 音刈司奇叶l 晉O 毀合叶叶．ユ司且l
管理人への備品 フl 今外叫号号土琲 a] 土叶l 叶琲入卜せ叫せ名フ｝喝晉~ 斗手-jl
持ち出しのお詫 名 711 咽 Z枠l 反合し叶．フl 今外叫せ叫兌 oJ] オl 叶l 唱豆~o-i 咀

1 SPOT実施においては、筑波大学留学生センターが開発した TTBJ(SPOT) を使用し

た。 TTBJの詳細は「http://ttbj.jpn.org/」を参照のこと。
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び フ｝喝免スl詈俎咽司う1旦世甜手毀立咆司令き早卦晉司令いl立．
（鞄と鞄の中が見える写真）
あなたは帰国しました。鞄をあけたところ、あなたが住んでい
た寮のエアコンのリモコンが入っていました。寮の管理人にメ
ールをして、謝ってください。また、返却方法を尋ねてくださ
い。（鞄と鞄の中が見える写真）

4. 調査結果

調査 1では、日本語で書かれたメール文の開始部と終了部の表現を見た。その中で

特に「ありがとう」、名乗り方、「よろしくお願いします」に注目する。

4. , 「ありがとう」

タスク 1は、メールを受け取り、その後返信するというものである。そのため、送

信者に対し「ありがとう」とお礼を言うケースが見られたが、日本人大学生と韓国人

大学生の間に使用数に差が見られた。表 2にその結果を示す。

表2 タスク 1の開始部の表現

日本人大学 韓国人大学生
生 （各 10名 計 30名）
(30名） 合計 上位 中位 下位

A Al ありがとう等 7 4 2 2 

゜A2 こんにちは十 17 8 2 4 2 
ありがとう等

B Bl 拝見しました等

゜
1 

゜
1 

゜B2 こんにちは十 3 6 2 3 1 
拝見しました等

C 「こんにちは」のみ 2 ， 2 
゜
7 

D その他 1 2 2 

゜゚
Aは「メールありがとうございます（日・韓）」「ご連絡ありがとうございます（日・

韓）」等のように「ありがとう」を含むものである。日本人大学生の場合はA (Al,A2) 

が最も多く 30名中 24名が用いているが、韓国人大学生の場合は合計 12名で日本人

大学生の半数であった。また上位 4名、中位 6名がAを用いていたが下位は 2名のみ

であった。 Bはメールを読んだことに対して「メール拝見しました（日・韓）」「メー

ル確認しました（日・韓）」「メールを確かに受け取りました（韓）」「了解しました（日）」

等と述べているものである。日本人大学生の場合は 3名のみ (B2)であるが、 B (Bl, 

B2) の表現を用いる韓国人大学生は、上位 2名、中位 4名、下位 1名見られた。

日本人大学生の場合、冒頭に「ありがとう」を使用するものが多く、韓国人大学生

の場合、それほど多くないことがわかる。また「ありがとう」の使用は、下位 2名よ

り中位 6名、上位4名の方が多く、グループによる相違が見られる。
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4. 2 名乗り方

タスク 7は、顔見知りであるものの、普段メールのやり取りをしない相手に送ると

いう設定である。そのため冒頭で名乗る必要がある。表 3にその結果を示す。

表 3 タスク 7の開始部の表現

日本人大学生 韓国人大学生
(30名） （各 10名 計 30名）

合計 上位 中位 下位
Eお世話になっている等 5 1 1 

゜゜F住んでいる等 1 12 4 5 3 
G部屋番号の十名前 6 4 1 3 

゜H 「所属」の十名前 11 7 3 2 2 
I名前のみ 4 2 

゜
1 1 

J冒頭の名乗りなし 2 2 

゜
1 1 

k その他 1 2 1 

゜
1 

Eは「いつもお世話になっている00です」のように、読み手との関係を維持する

ための表現を用いたものである。日本人大学生には 5名に見られた。 5名の中には「O

O寮0棟0号室 00です。お世話になっております（日）」のように部屋番号を先に

述べた者が 1名あった。一方韓国人大学生は上位 1名のみであった。 Fは「寮に住ん

でいる韓国の留学生00と申します（韓）」のように「住む」という動詞や「生活する」

「泊まる」という動詞を用いて現状について説明するものである。韓国人大学生の場

合、レベルを問わず、上位 4名、中位 5名、下位 3名の計 12名が使用しているが、

日本人大学生で「住む」を使用したのは 1名のみである。 Gや Hは、自分の部屋番号

や所属（学生寮の、留学生の、 2年生の、等）を述べ、動詞を用いずに現状について

説明するものである。日本人大学生の場合、 Gは 6名、 Hは 11名で、タスク 7の中

では使用が多い。韓国人大学生の場合、 Gは上位 1名、中位 3名、下位 0名、 Hは上

位 3名、中位 2名、下位 2名であるが、グループによる相違はあまりない。

タスク 7の特徴は、韓国人大学生は「お世話になる」という動詞を用いる者が少な

く上位グループの 1名であったことと、名乗る場合に、「住む」「生活する」「泊まる」

という動詞を用いて自分の現状を説明する傾向（計 13名）があることである。

4. 3 「よろしくお願いします」

タスク 1とタスク 7の終了部の表現を見た結果が、表 4である。
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表 4タスク 1とタスク 7の終了部の表現

日本人 韓国人大学生
大学生 各 10名
30名 計 30名

タスク 1

1 7ぐ
合 上 中 下
計 位 位 位

Lよろしくお願いします等 I 15 c28}'. 2 1 1 

゜M お返事・ I 5 , "O:: 8 1 3 4 
ご返信お待ちしています等
N連絡ください・知らせて< I o I : o:: I 5 I o I 2 I 3 
ださい等
0楽しみにしています等 5 ニo.:.7 5 1 1 
Pありがとう等 1 ::o:。 1

゜
1 

゜Qすみません・申し訳ありま

゜
,::()'翠， 0

゜゚゜せん等
R挨拶なし 4 H2: 7 3 2 2 
Sその他 0 ;; ():., 0 0 0 0 

日本人大学生の場合、タスク 1とタスク 7はどちらも「Lよろしくお願いします等」

の使用が多いが、タスク 1(15名）に比べ、タスク 7(28名）の方が多い。「よろし

くお願いします」の前に書かれている文を見ると、タスク 1の場合は、「①準備する人

の集合時間を教えていただけますか？よろしくお願いします（日）」や「②準備の集合

時間等決まり次第、また連絡ください。よろしくお願いします（日）」のように、「返

事」や「返信」という語を用いずに返信要求をしている例が見られた。一方、タスク

7の場合は、「③帰ってくるまでバックを保管していただけないでしょうか？ よろし

くお願いいたします（日）」や「④帰寮するまでそちらでお預かりいただけますと幸い

です。よろしくお願い致します（日）」のように、預かりの依頼の後で、さらに依頼を

している。タスク 1に比ベタスク 7の方が使用数が多いのは、質問の返信よりも、鞄

を預かる行為の方が、依頼の度合いが高くなるからだと考えられる。

韓国人大学生の場合、タスク 1(2名）に比べ、タスク 7(18名）の方が多いが、

日本人ほど使用していない。タスク 1の場合は、 Lの表現を用いず、「M お返事・ご

返信お待ちしています等」や「N連絡ください・知らせてください等」の返信要求が

多かった。韓国人大学生は「⑤何時まで行けばよろしいでしょうか。 お返事お待ちし

ています（韓）」や「⑥もっと必要なものがあったらまた連絡ください（韓）」のよう

に用いている。これらの Lの表現ではグループ差は見られないが、タスク 1の上位グ

ループの M は 1名、 Nは0名で使用が少なく、返信要求をしていない。

上記の日本人大学生の①と韓国人大学生の⑤を比べると、どちらも質問に対する返

信を求めているにもかかわらず、それに続く表現が異なり、韓国人大学生は「返事」

という言葉を用い、はっきりと返信要求をしている。また日本人大学生の②と韓国人
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大学生の⑥を比べると、どちらも「連絡ください」と言っているが、⑥には「よろし

くお願いします」が添えられていない。

このことから、日本人大学生は、「よろしくお願いします」を多用し、韓国人大学生

は、「お返事お待ちしています」のように言葉にして返信要求をすることがわかる。

4. 4 調査2 母語によるメール文、ならびにアンケート調査

調査 1では、韓国人大学生の場合、日本人大学生に比べ、「ありがとう」の使用が少

ないこと、「寮に住んでいる00」のように「住む」「生活する」という動詞を使って

名乗る場合が多いこと、タスクの内容にもよるが「よろしくお願いします」をあまり

使わないことがわかった。

調査 1の後、母語ではどのようなメール文を書くのかを知るために、ハンバット大

学の韓国人大学生 44名を対象に上記タスクの韓国語によるメールを書いてもらった。

また、表 5の日本語メール文のうち日本人大学生が書いたもの (A、C) と韓国人大学

生が書いたもの (B、D)で、どちらが日本語らしいかを問い、選択の理由を書かせt-
し一〇

表5 使用したメール

橋メ本ールさんありがと本うをご持さ‘っいてま行すこ。
A 1のジュースニ うと思います。 2Lペットボトルニ本でいいで
しょうか？準備の手伝いはできると思ついます質

夕 早めに集合場所に行けばいいでしょ か。 佃ばかりになってすみません。
ス よろしくお願いします。
ク
1 橋本んさん

こ にちは。屑学生犀裔爵サー条’レの000です。B 先日まれたち物 です、
私は頼ジュース 2本を ていってもよろすしいでしょうか。
それから、準備の方 をすればいいでか。
お返事お願いします。

管理ん人ちさん

C 先こ日まにで寮は。でお世話になっていた00中0にですれ
靡のエアコンのリモコンをカバンの 入 て持っで帰ってしまいました。

夕 し訳ありません。すぐに返したいと思っつています。
ス 返却方法を教えていただけないでしょ か。
ク よろしくお願いします。

7 
管理ん人家ちさん
こには にんでし O 

D 今は実 に。移寮りま住したが、ヽ 退た室0のと0きで；のエアコンのリモコンをたうっかすり持。
ってきてしましました。申し訳ありません。リモコンをお返しし いで
どうやって返せばいいか教えてください。
連絡お待ちしています。

この 44名のうち、前述の上位グループに当たる 1名 (SPOT83点・88点）、中位グ

ループに当たる 5名 (SPOT79点 82点）、下位グループに当たる 18名 (SPOT58 
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点・79点）の 24名を対象に、母語の傾向をみることにする。

4. 5 調査2 母語によるメール文

母語によるメール文のタスク 1は表 6に、タスク 7は表 7にそれぞれ結果を示す。

表6 タスク 1の表現
開始部 a-1社外登j-y叶号（ありがとうございます等） 3 

a-2昔世毀合日叶号（無事に受取りました等） 4 
b吐哨も｝入il且 （こんにちは） 18 

終了部 c昔早卦箔}1.-j叶号（よろしくお願いします等）

゜d甘咆フl叫叫戎合日叫号（お返事お待ちしてい 4 
ます等）

タスク 1では、開始部の 「社外計叶号（ありがとう等） 」が 24名中 3名、 「昔

堪毀叶号（拝見した等） 」が 4名、 「せ咽も｝入~l 且 （こんにちは） 」が 18名、 終

了部の「甘背フl叶剋叶号（お返事お待ちしている等） 」が 4例見られた。

表7 タスク 7の表現
開始部 aせ入i図ユ効釦4叶号（お世話になります

゜等）
b外告・習毀せ <o]吾＞号（住んでいる・住ん 20 
でいたく名前＞等）

終了部 c昔早耳習叫叶号（よろしくお願いします等）

゜d甘甘フl叶叫烈合叶叶号（お返事お待ちして 10 
います等）

タスク 7では、 開始部の「入}-c・笹蚊咀 <0]吾＞号（住んでいる・住んでいた＜

名前＞等） 」が 24名中 20名、 終了部の「甘咆フl叶叫戎合叶叫号（お返事お待

ちしています等） 」が 10名見られた。特に、タスク 1の「せ哨さ｝叶l且 （こんにち

は） 」、 タスク 7の「外セ・昔吐せ <0]吾＞号（住んでいる・住んでいたく名前

＞等） 」、 「甘逍フl叫叫戎合叶叶号（お返事お待ちしています等） 」の使用が顕

著であることと対照的に、タスク 7の開始部の「せ対lスl叶号（お世話になる等） 」

とタスク 1と7の終了部の「昔早卦習叶叶号（よろしくお願いします等） 」の使

用例が全く見られないことに注目する。

また、「日本人大学生が書いたもの (A、C) と韓国人大学生が書いたもの (B、D)

で、どちらが日本語らしいか」を問うた質問では、 (A、C)8名、 (B、D)5名、 (A、

D) 5名、 (B、C)6名と際立った傾向は見られなかったが、中位以上の 6名のうち日

本語能力の高い順から 4名は (A、C) を選んでいた。

また、選択・不選択の理由について問うたところ、「「メールありがとう」有り」や
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「「お世話になる」有り」という記述があり、これらの表現が日本語らしい表現だと考

えている可能性がある。

韓国語メールの開始部表現である「叶l唱昔世毀叶号（メール、無事に受取った

等）」は、日本語メールの「メール、ありがとう」に相当する表現として捉えられる

が、これについては、資料 1の韓国人大学生の「タスク 1において Aを選択した理由」

の記述にもそれがよく表されている。

資料 1 アンケートの記述より

逗':ご〗~暑；尺~泣;",ニニ：］スI::A:7 
(,,1喝冦加鯰， 7螂箇巧砂i砂 ，尋化燭l和 l切危叶乙

炉しれ吻l 和崎喝屁砂隅。0oJ嘉認訊託l加 J繹 1/
咋源卜1 71'料 o.:/,711 蒻加祉砂

＜例>AとBのうち0を選んだ理由は……で、Oを選ばなかった理由は……でず。

A を選んだ理由は、メールをチャルいただきましたと書いてあるから、受取人が
メール読んだ気分がよくなりそうで、 B に比べて全体的に親切な感じがするから
である。（後略）

以上のことから、韓国語メール文の場合、タスク 1 は「せ咽も｝入~l 且？叶l 唱晉

世毀合叶叶（こんにちは。メール、ありがとうございます。）」、 タスク 7は「00叶l

人民・的斑 <cl吾＞甘叶叶 (00に住んでいる・住んでいたく名前＞です。） 」

で始まるのが典型的であり、終了部はどちらも「甘咽フl 叶叫烈合叶叶／甘咽手入~l 且．

（お返事待っています。／お返事ください。）」のような返信要求の表現を使うことで

相手の気を損ねることはないということがわかる。

韓国語と日本語の特徴的な表現を比較したものを表 8に示す。

表8 韓国語と日本語のメール文における特徴的な表現

---------
韓国語（和訳） 日本語

タスク 開始部 bせ哨も｝入il且．叶l唱昔 aこんにちは。メールあり
1 世毀合叶叶号 がとうございます等

（こんにちは。メールいた
だきました等）

終了部 d翌卦／甘翌フl叶叫烈合1--1叫・ cよろしくお願いします等
号（ご連絡／お返事、お
待ちしています等）

タスク 開始部 b せ咽さ｝入~l 且 00叶l 外告・ aお世話になったく名前＞
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7 址蚊屯 <o]晋＞唱叶叶 です等
号（こんにちは。 00に
住んでいる・住んでいた＜
名前＞です等

終了部 d翌卦／甘咆フl叫叫烈合叶叫 cよろしくお願いします等
号（ご連絡／お返事、
お待ちしています等）

5. 考察

本稿では、日本人大学生と日本語学習者の韓国人大学生の挨拶表現の違いについて

みた。その結果、日本人大学生は返信メールの開始部で「ありがとう」を述べること

が多いこと、自分を名乗る場合、名乗る前に「お世話になっている」のように相手と

の関係維持の表現を用いること、メールの最後に何らかの依頼をした場合は「よろし

くお願いします」を添えることがわかった。一方、韓国人大学生は返信メールでの開

始部で「ありがとう」を選択しない場合、「メール拝見しました」のようにメールを受

け取った事実を伝えること、寮の居住者の場合、「O号室に住んでいる＜氏名＞」のよ

うに現状を伝えること、メール文の終了部では、タスクによって多少の差はあるが「よ

ろしくお願いします」より「お返事お待ちしています」のように返信を要求すること

が多いことがわかった。また、上位、中位では、「ありがとう」「お世話になる」とい

う表現が見られ、上位では「お返事お待ちしています」等の返信要求の表現が少ない

という違いが見られた。このように日本語の能力が上がるにしたがって、日本人らし

いと考える表現を選択することが明らかになった。

「ありがとうございます」といった挨拶の表現は日本語の勉強を始めて、最初に習

う表現である。しかしながら、その後はどんな時にどのように使うのかについては習

っておらず、日本人との接触を通して、自然に覚えるほかない。したがって、これら

の表現を使う状況がわかるまでは、母語の知識を利用することになる。

今回の調査 2の結果を見ると、韓国人大学生の母語での本来の使用状況では、タス

ク1の返信メールの場合、メールをもらったことに対するお礼として「ありがとう」

を選択することはほとんどないが、調査 1の結果からわかるように、日本語のレベル

が上がるにつれ、使用が増えた。このことから、学習者は始めは母語転移で母語のル

ールを適用するが、徐々に日本語学習のための「独自のルール」を使用し、日本人と

の接触によって自然に日本語らしい使い方ができるようになることが予想される。

韓国語の「吐哨も｝入~l 且？叶l 唱昔世毀合日斗」は意訳では「こんにちは。メール、

ありがとうございます」であるが、直訳では韓国語の副詞‘奢'=「よく」と、動詞

、世毀叶'=「いただく」である。韓国語の「昔」は非常に広い範囲で使われる副詞

であり、文脈によってその訳も変わる。「昔世毀叶」は、「昔国毀叶」（「ご馳走さま」）

のような定型の挨拶表現の一種であり、メール文においては「メールありがとう」に
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相当するものとして捉えられる。

前述の表 2の Bの表現について、韓国語の「昔世毀合叫ヰ」がどのように変化し

ていくかについてみた。韓国人大学生の例を表 9に示す。

表9 タスク 1 韓国人大学生のメールの開始部の表現
下位 中位 上位の一部 上位

メールはよく受け メールよくいただき メールを確かに受 花見のお知らせあ
ました ます け取りました りがとうございま

メールは読みました 送ってもらったメ す
メールの内容は確認 ール拝見しました メールありがとう
しました。 ございます

段階 I 段階II 段階III

澤世毀叶」は「よく＋いただ＜／読んだ／受けた等」のように訳すことが可能で

ある。表 9の下位や中位にもそれらが見られる。日本語を学ぶにつれて、「よくいただ

く」「よく読んだ」「よく確認した」が日本語らしくないことがわかり、正しい表現と

しての「確かに受け取った」「拝見した」という表現を選択するようになる。この段階

が「独自のルール」を使用していると言えるのではないだろうか。しかしながら、「確

かに受け取った」「拝見した」よりも日本語のメール文によく使われる表現があること

に気づき、最終的に日本人がよく用いる「メールありがとうございます」を使用する

ようになると考えられる。

これらを図に示すと、図 1のようになる。本稿の対象者の一部は、日本語のルール

が適用できるようになり段階IIIに達していると考えられる。

こ 日本語のルール

段階I 段階II 段階III

図1 日本語のルール適用の過程

一方、タスク 7の名乗り方においては、「寮に住んでいる00」のような表現が調査
1では韓国人大学生に半数近くあり、レベルによる差も見られない。上記の図の段階I

の母語のルールが強く働いているのではないかと思われる。韓国語では「住む」とい

う表現を使って名乗ることが大変多いことからも明らかである。日本語の場合、管理

人に対し「寮に住んでいる00」と名乗るのは、文法的には誤りではないが日本人に
とっては違和感があり、相手は日本人ではないと判断するであろう。学習者が気づか

ないのであれば教師が指摘することで、より日本語らしい言い方に近づけることは可
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能である。

これに対し、タスク達成に支障がなければ母語と同じ言い方で述べてもよいのでは

ないかという意見もある。たしかに、伝えたいことが伝えられれば細かい表現にこだ

わる必要がないかもしれない。だが、例えば名乗るために用いた「お世話になる」の

ような表現は、日本人とのコミュニケーションでは、非常に重要な表現である。寮の

管理人との関係が疎遠である際には使わないが、親密であればこれまでの関係を維持

し、これからも良い関係でありたいと思い、「いつもお世話になっている00です」の

ような名乗り方をするのである。つまり文法的なことが問題ではなく、このような表

現を用いることで日本的な人間関係が築けるのではないかと思われる。したがって、

人間関係をより友好にする表現であるのなら、望ましい表現を教える方がよいのでは

ないかと考える。

6. まとめ

本稿では、日本語学習者である韓国人大学生と日本人大学生のメール文の比較をし、

その違いと日本語能力の向上に伴う変化についてみた。韓国人大学生は母語の影響を

受けつつも、独自のルールを用い、より日本語らしい表現を自ら探して、目標の表現

に到達することがわかった。簡単な挨拶表現でありながら、自分のものにするまでか

なり遠回りをしているように思える。

日本語のルール適用の過程を導き出しつつ、本稿の結論に反することではあるが、

よく使われる挨拶表現の場合、本稿で見たような段階 Iから段階 IIIの過程を通らな

くても、教師の指導で簡単に段階 IIIに導くことができるように思える。文法の習得

の場合は、活用や用法の違いを身につけるまでに時間がかかるが、挨拶表現の場合は

いつどんな時に使うのか、使ってはいけない表現は何かがわかればよく、時間もそれ

ほど必要としない。教師にとって重要なことは、それが相手にどのように聞こえてし

まうのか、或いは伝わってしまうのかを告げることだと思われる。例えば、「日本人は

「お返事お待ちしています」はあまり使用しない。返事を急かされるように感じるか

らだ。その代りに「よろしくお願いします」を用いる」というような解説をすればよ

い。このような留意点を明示的に伝えることで、学習者はよりはやく目標言語に到達

できるのではないだろうか。

今後も学習者の表現に注目し、この結果を日本語の授業に生かしたいと考えている。
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